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本日の内容

１．現代の子どもを取り巻く様々な状況と課題

２．「幼児期の教育」の意義そして在り方

３．学びに向かう力を支える~幼小の接続～

４．学びを支える生活の力を見直す

５．幼児教育コーディネーターの役割



こども基本法の概要

日本国憲法及び児童の権利に関する条約の精神にのっとり、次代の社会を担う全てのこどもが、生涯にわたる人格形成の基礎
を築き、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、こどもの心身の状況、置かれている環境等にかかわらず、その権
利の擁護が図られ、将来にわたって幸福な生活を送ることができる社会の実現を目指して、こども政策を総合的に推進する。

目 的

① 全てのこどもについて、個人として尊重されること・基本的人権が保障されること・差別的取扱いを受けることがないようにすること
② 全てのこどもについて、適切に養育されること・生活を保障されること・愛され保護されること等の福祉に係る権利が等しく保障さ

 れるとともに、教育基本法の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えられること
③ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、自己に直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会・多様な

社会的活動に参画する機会が確保されること
④ 全てのこどもについて、年齢及び発達の程度に応じ、意見の尊重、最善の利益が優先して考慮されること
⑤ こどもの養育は家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任を有するとの認識の下、十分な養育の支援・

家庭での養育が困難なこどもの養育環境の確保
⑥ 家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境の整備

基本理念

白書・大綱
〇 年次報告（法定白書）、こども大綱の策定
(※少子化社会対策/子ども・若者育成支援/子どもの貧困対策の既存の３
法律の白書・大綱と一体的に作成）

基本的施策
〇 施策に対するこども・子育て当事者等の意見の反映
〇 支援の総合的・一体的提供の体制整備
〇 関係者相互の有機的な連携の確保
〇 この法律・児童の権利に関する条約の周知
〇 こども大綱による施策の充実及び財政上の措置等

こども政策推進会議

〇 こども家庭庁に、内閣総理大臣を会長とする、こども政策
推進会議を設置

 ① 大綱の案を作成
 ② こども施策の重要事項の審議・こども施策の実施を推進
 ③ 関係行政機関相互の調整 等
〇 会議は、大綱の案の作成に当たり、こども・子育て当事者・
民間団体等の意見反映のために必要な措置を講ずる

附則
施行期日：令和５年４月１日
検討：国は、施行後５年を目途として、基本理念にのっとった

こども施策の一層の推進のために必要な方策を検討

責務等
〇 国・地方公共団体の責務 〇 事業主・国民の努力
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Presenter Notes
Presentation Notes
こども基本法は、こどもに関する様々な取組を講ずるに当たっての共通の基盤として、こども施策の基本理念や基本となる事項を定めた包括的な基本法。




１．現代の子どもを取り巻く様々な状況と課題
表1 日本における乳幼児の就学前教育施設

幼稚園教育要領 保育所保育指針 幼保連携型認定こども園教育・保育要領

幼 稚 園 保 育 所 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園

所 管 文 部 科 学 省 厚生労働省 内 閣 府 ・ 文 科 省 ・ 厚 労 省

根拠法令 学校教育法に基づく学校 児童福祉法に基づく児童福祉施設 就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する
法律

目的 「幼稚園は、義務教育及びその後の教育の基
礎を培うものとして、幼児を保育し、幼児の健
やかな成長のために適当な環境を与えて、そ
の心身の発達を助長することを目的とする。」
（学校教育法第２２条）。

「日々保護者の委託を受けて、保育を必要とする乳児又
は幼児を保育すること」（児童福祉法第３９条）。

幼稚園及び保育所等における小学校就学前の子どもに対する教育及
び保育並びに保護者に対する子育て支援を総合的に提供。
（子ども・子育て関連３法）

対象 満３歳から小学校就学の始期に達するまでの
幼児（学教法第２６条）。また、子育て支
援として、２歳児等の保育を実施している幼
稚園もある。

保育を必要とする、乳児・幼児・児童（児童には１８歳
未満まで含まれるが、一般的には０歳～５歳の乳児、幼
児が対象となっている。

保育に欠ける子も欠けない子も受け入れて、教育・保育を一体的に行う。
すべての子育て家庭を対象に、子育て不安に対応した相談等を提供す
る。

令和5年4月より
こども家庭庁に移管

令和5年4月より
こども家庭庁に移管



課題①子ども・子育てとネット関連
内閣府「青少年のインターネット利用環境実態調査」R3年度及びR5年度より抜粋
000821204.pdf (soumu.go.jp)

https://www.soumu.go.jp/main_content/000821204.pdf


課題②裸眼視力の低下！ 外遊びの重要性

図１「裸眼視力1.0未満の者」の割合

令和4年度学校保健統計（確定値）公表（プレス資料） 
(mext.go.jp)

両親が近視であっても、1日2時間超外遊びをする子どもはほとん
ど外遊びをしない子どもに比べて、近視の発症率が3分の1以下に
減った。
6～14歳の近視ではない子ども514人を1989年～2001年の
12年間追跡調査し、親の近視の数別の屋外活動時間と近視発
症率を分析した米国の研究。屋外活動時間が週14時間（1日
2時間）を超える子は、両親とも近視でも近視になりにくい。
Invest Opthalmol Vis Sch. 2007
Aug:4(8):3524,32)

https://www.mext.go.jp/content/20231115-mxt_chousa01-000031879_1a.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20231115-mxt_chousa01-000031879_1a.pdf


図２（7－1－6 困窮度別に見た、子どもへの経済的な理由による経験 P219 ）
山野則子 編著「子どもの貧困調査」明石書店2019

課題③貧困による体験格差の影響



２．「幼児期の教育」の意義・・・そして在り方
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•教育基本法
第十一条 幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることにかんがみ、

国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成長に資する良好な環境の整備その他適当な方法によって、
その振興に努めなければならない。

•今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の 在り方に関する有
識者検討会 最終報告（令和6年10月）
１．幼児教育の重要性 
〇 人の一生において、幼児期は、心情、意欲、態度、基本的生活習慣など、生涯にわたる人 格形成の基礎
が培われる極めて重要な時期である。
〇 幼児教育については、近年の発達心理学、教育心理学、脳科学、教育経済学など様々な研 究成果にお
いて、乳幼児の頃からの質の高い教育がその時期の発達にとって重要であること や、その後の人生において長期
にわたって学業達成や職業生活、家庭生活など多面的に良い 効果をもたらすこと、特に恵まれない境遇にある
子供においてその傾向が顕著であることな どが明らかにされてきており 、ОＥＣＤ諸国においても、様々な幼児
教育の改革が行われ ているところである
今後の幼児教育の教育課程、指導、評価等の在り方に関する有識者検討会 最終報告

https://www.mext.go.jp/content/20241017-mxt_youji-000038497_1.pdf


幼児期の教育で育つもの
非認知能力・・・とは？

「ペリー就学前プロジェクト」(HECKMAN, JAMES, ET AL. “ANALYZING 
SOCIAL EXPERIMENTS AS IMPLEMENTED: A REEXAMINATION OF 

THE EVIDENCE FROM THE HIGHSCOPE PERRY PRESCHOOL 
PROGRAM.” QUANTITATIVE ECONOMICS 1.1 (2010): 1-46.)

非認知能力とは・・・
自分に対する認識…自己肯定感、やり抜く力、

意欲・集中力・やる気・忍耐力、粘り強さ
自制心、協調性、思いやり、

思考力、判断力
応用力、創造力、工夫する力、

おまけ



３．学びに向かう力を支える
幼児期の教育と小学校教育
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幼児教育（幼稚園・保育所・こども園） 小学校教育

環境を通した総合的な指導
自発的な遊び・活動⇒学びの芽生え

教科の指導
教師の発問・指示による授業⇒自覚的な学び



小学校(教育)

幼稚園(教育)保育所(保育)

幼児期の教育と小学校教育の接続

学
校
教
育

幼保連携型認定こども園
(教育及び保育)

児
童
福
祉

乳幼児期における教育及び保育

一 層 の 整 合 性

小学校学習指導要領

幼稚園教育要領保育所保育指針

幼保連携型認定こども園教育・保育要領

学校教育のはじまり

中学校・高等学校(教育)

家
庭
教
育
・
地
域
の
教
育
な
ど

（「幼児期の教育」の位置付けの明確化）

＜ 幼 児 期 の 教 育 ＞

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

円滑な接続



「架け橋期」（文科省）と「はじめの100か月（こども家庭庁）

12資料1 幼保小の架け橋プログラムについて 幼児期までのこどもの育ちに係る基本的なビジョン （はじめの100
か月の育ちビジョン）｜こども家庭庁

https://www.mext.go.jp/content/20211215-mxt_youji-000019507-8.pdf
https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo_sodachi/


幼児教育アドバイザーの役割
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１）幼児期の発達を理解する
何にでもなれる！やってみたい！



２）幼児期の教育を理解する
気づく、感じる・・知りたい！へ
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今後の幼児教育の教育課程、
指導、評価等の在り方に関す
る有識者検討会 最終報告

https://www.mext.go.jp/content/20241017-mxt_youji-000038497_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241017-mxt_youji-000038497_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20241017-mxt_youji-000038497_1.pdf
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〇学びに向かう力を支える
３）幼児期の読み聞かせが就学後のひとり読みに影響する
ベネッセ教育総合研究所「幼児期の家庭教育調査（2018）」 より
https://berd.benesse.jp/

• 調査対象： 子どもが年少児から小学４年生までの縦断調査に７年間参加し た母親 402 人 
• 調査テーマ：幼児期から小学生の子どもの生活、学びの様子と保護者のかか わりや意識
•  調査時期：2012 年１月～ 2018 年３月（全 7 回）  
• 調査地域：全国  調査方法：郵送法（自記式アンケートを郵送により配布・回収）  
• 調査内容：学びに向かう力・生活習慣・学習準備等の実態／母親の養育態 度・母親の関わりなど
• 調査結果：• 幼児期の読み聞かせの頻度が高いほ ど、児童期のひとり読みの頻度が高ま る。そして、
児童期の中でも小学4年生以降のひとり読みの頻度の高さは、 言葉のスキルや論理性の獲得に影響を 
与えている。 

• 幼児期の読み聞かせで、内容について質問したり、子どもの質問に答えた りするという双方向のやり取りに
時間 をかけているほど、児童期にも本について保護者と話し合ったり、感想を述べ合ったりするという読書体
験を共有する時間が長くなる。そして、児童期の読書体験の共有時間の長さは、論理性の獲得に影響を
与えている
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• ■調査結果のポイント
• ①子どもの頃の読書量が多い人は、意識・非認知能力と認知機能が高い傾向がある。
• ② 興味・関心にあわせた読書経験が多い人ほど、小中高を通した読書量が多い傾向にある。
• ③ 年代に関係なく、本（紙媒体）を読まない人が増えている（平成25 年と平成30 年を比較
して）。
• ④ 一方で、スマートフォンやタブレットなどのスマートデバイスを使った読書は増えている。
• ⑤ 読書のツールに関係なく、読書している人はしていない人よりも意識・非認知能力が高い傾
向があるが、本（紙媒体）で読書している人の意識・非認知能力は最も高い傾向がある。

〇学びに向かう力を支える
４）子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究

～「読書離れ」の実態と、「読書好き」を育てるヒント～
「子どもの頃の読書活動の効果に関する調査研究（2021）」より

独立行政法人国立青少年教育振興機構 青少年教育研究センター．
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━



３．学びを支える生活の力を見直す
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図4 夜10時以降に寝る幼児の割合
「幼児健康度調査」日本小児保健協会



睡眠のメカニズム

恒常性機構
疲れた分眠る

体内時計
夜になると休む

夜 間 睡 眠

情動系機構
必要により目を覚ます

光、メラトニン睡眠物質、
疲労物質

覚醒物質
20



目覚まし時計は脳にある

図5 脳の構造 21

小脳

大脳

視交叉上核

脳幹

ヒトの体内時計は、24時間より若干長
い人が多い。そのため朝の光を浴びるこ
とでリセットしていく。朝の光や食事は、
昼行性である私達ヒトが健康に生活し
ていくために必要。



およそ１日でリズムがある・・概日リズム

22
図6 睡眠・覚醒・体温・ホルモンの概日リズム

（「子どもの睡眠-眠りは脳と心の栄養」神山潤 2003）



〇学力を支える生活習慣
平成29年度学力・学習状況調査～保護者への調査結果から～
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• 不利な環境を克服している児童生徒の特徴 
•  家庭の社会経済的背景(SES)が低いにも関わらず，高い学力水準（総正答率が上 位

25％（学力A層））に位置する子供（不利な環境を克服している児童生徒）の特 徴を分
析* 。 

•  不利な環境を克服している児童生徒の保護者は，同じSESで学力B層-D層である 場合に
比較して、

• 規則的な生活習慣を整え，文字に親しむように促す姿勢，知的 な好奇心を高めるような働き
かけを行っている点が特徴である。また，行事やＰＴＡ 活動に参加するなど，学校教育に対す
る親和的な姿勢が見られる。 

•  不利な環境を克服している児童生徒は，ものごとを最後までやり遂げる姿勢や、異 なる考え
をもつ他者とコミュニケーションする能力等の「非認知スキル」が高い傾向がある。

•   不利な環境を克服している児童生徒は，授業の復習を重視する傾向が強く，学校 で習う
内容の着実な定着を図る取組が，高い学力水準の支えになっていると考え られる。 

•  不利な環境を克服している児童生徒は，塾などに過度に頼らなくとも一定の学習時間を確保
しており，そのことが学力獲得に結びついていると考えられる。



子どもの生活習慣改善のために 夜&朝編
鈴木作成 幼児版

24

１．夕食の時間をあまりずらさない
２．ＴＶやゲームは時間を決めて寝る1時間前には
やめる。
３．大人のＴＶ番組をだらだら一緒に見させない
４．子どもへの小言は８時までにしておく。
５．絵本を読んでもらったり子守唄を歌ってもらったり

子どもが安心できる雰囲気を作る。
６．寝る前３０分は部屋を少し暗くする。
７．寝る前に「おやすみなさい」を言って抱きしめる。
８．明日休みでもいつもより２時間以上遅く寝ない。
９．寝る前に明日の楽しいことを思い浮かべて話す。
10．夜遅く帰ってきた家族が起こしたりしない。

１．朝目覚めたらカーテンを開けよう。
２．家を出る1時間前には起きよう。
３．家族に「おはよう」「いってきます」を言おう。
４．朝食はしっかり食べよう。
５．自分で着替え、支度を確認しよう。
６．日中友達と元気によく遊ぼう。
７．給食（お弁当）を楽しく食べよう。
８．帰宅したら、手洗い・うがいをしよう。
９．ＯＮとＯＦＦ（緊張と解放）を考えて生活を作ろ
う。
10．ＴＶやゲームに関する我が家ルールを作ろう



〇学びを支える生活の重要性を発信する
早寝早起き朝ごはん運動と遅寝の改善
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図7 夜１０時以降に寝る幼児の割合
平成２２年度幼児健康度調査 速報版」小児保健研究Vol.70,NO.3.2011  pp448-pp457
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１．役割を自覚する力
幼児期の教育の質を上げる重要な人材であることを自覚。それぞれの場で幼
児期にふさわしい学びと生活を創るためにできることから始める勇気を。
２．寄り添いかかわる力
保育者の悩みや不安を聴くことを通して，保育者、時には保護者との信頼関
係を構築することの必要性を理解し行動できる。
３．つながる・つなぐ力
幼稚園・保育所・こども園，小学校、教育委員会，地域資源の理解を広げ，
地域ネットワークの形成に主体的に参加するとともに各種専門職へのつながりを
進める。
４．守る力
保護者や子どもの基本的人権について理解し，それを守ることができる。
５．学び続ける力
カリキュラムマネージメントを実践し、支援を深化・進化させていくことができる。
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